





－JA 郡山市，そして JA 福島さくら－ 
 
 













































































































 「あさか舞」が誕生したのは 1999 年で，その生
産・流通・販売は，単位農協である JA 郡山市が主導
してきた．さらに，2016 年に JA 郡山市が，JA たむ








 JA 郡山市では，年間販売額 79 億円の 73%を米穀















































































のルート，の 4 つになる（第 1 図）．なお，求評会は
「あさか舞」だけを取引する会ではなく，そのため
に「あさか舞」の専用米袋を作成していない業者も






30kg 当たり 300 円を支払っても，2013 年度では，玄
米「あさか舞コシヒカリ」30kg＝9,300 円に精米代













































































































































































































































 2015 年 11 月 20 日の JA 郡山市流通企画課の横田








国の買入れ数を 20 万 t から 25 万 t に引き上げたた





































































ーが完成したのは 1999 年 9 月で，「あさか舞」にな
る米が初めて収穫される秋に当たっていた．つまり，
「あさか舞」はカントリーとともに歩み出した．横





























載された 10）．カントリーの意義は，1998 年 3 月 12
日の郡山市議会定例会での酒井達夫農林部長の答弁
に詳しく示されている 11）．そこでの要点は，①農協
は片平に圃場面積で 150ha，玄米重要で 720t の処理
能力があるライスセンターを保有していて 12），1997






久山・熱海・西田の 400ha，農家 324 戸の利用が予
想されるので，カントリー稼働率は 100%を見込め














第 1表 JA 郡山市の乾燥・調整・貯蔵の共同施設 
  2009 年 2010 年 2011 年 
  施設数 処理面積 出荷量 施設数 処理面積 出荷量 施設数 処理面積 出荷量 
ライスセンター 12 660ha 3498t 12 665ha 3697t 12 665ha 3883t 
ドライストア 1 84ha 440t 1 73ha 405t 0 0 0 
カントリー 1 242ha 1549t 1 250ha 1767t 1 330ha 1829t 
計 14 986ha 5487t 14 998ha 5869t 13 995ha 5712t 














第 3図 カントリーエレベーターへの搬入地域 






























































で，2011 年度から 2016 年度までの 6 年間を合計し
て計算する． 





















処理能力が不充分なので，2008 年 3 月から敷地内の
東で精米工場（第 5 図）が稼働を始め 17），JA 郡山市
が販売する「あさか舞」はここで袋詰めされる． 
 精米工場の年間稼働限度は 25,000 俵で，重量にす
ると 1,500t になる．「あさか舞」が最も多く販売され












第 5図 精米工場 
注）上は建物外観で，下は内部の袋詰めの様子． 
 

































































第 6図 カントリーと精米工場の役割の変化 














































































渡す．発行頻度は月 1 回，発行部数は 13,500 部で，
農協の直売所や各支店にも置いている．なお『広報』
は，1996 年の JA 合併による JA 郡山市の誕生とと
もに始まり，JA 福島さくらに吸収合併される前月の
2016 年 2 月の 239 号で終わることになる． 
『通信』は，組合員以外の人に対する情報発信の
対外広報誌で，農協の役割を知ってもらうために作
る．発行部数は 23,000 部で，2003 年 5 月に始まり，

























2010 年 2 月の 82 号から 2012 年 12 月の 116 号まで
に，計 29 店が紹介された（第 8 図）． 
 
 



























































































けたとおり，2008 年 11 月号の新米広告時だった． 
 以下，『通信』の全号から広告の変化を辿ってみよ



















た．2004 年 10 月の 18 号になり，新米「あさか舞」




 2005 年 11 月の 31 号で「新米」の文字と「JA 郡
山市の米」の袋が掲載され，この号から商品名の「精
米・あさか舞」の文字も小さく入った．この状態は











これが 7 月まで続いた． 

















となり，翌年 2 月の 82 号まで続いた． 
－32－ 
 








際 11 月の 91 号から，「あさか舞コシヒカリ」，「あさ
か舞ひとめぼれ」，「JA 郡山市のもち米」の〈こがね
もち〉の袋が並置されるようになった． 
 2011 年 4 月の 96 号になると，〈こがねもち〉が消
え，金色がキーカラーの特栽米〈あさか舞コシヒカ
リ〉が入った．そして 11 月になり，2009 年 8 月以
来の見出しから「学校給食」の一文が消えた．この
状態で 108 号まで行き，2012 年 5 月の 109 号では，
見出しが「JA 郡山市では，消費者の皆さまに安全・
安心な「あさか舞」を提供」に変わり，消費者への






























































2003.5   
    
  「JA 郡山市の米」「地元郡山で収穫された 100%のコシとひとめ…」 
2003.6   
    
  「JA 郡山市の米」（企業の精米機の広告） 
2003.7   
    
  「JA 郡山市の米」（カントリーエレベーターで籾のまま保管） 
2003.8 ○ 
    
  「JA 郡山市の米」（地域の精米機の地図） 
2003.11 ○ ○ ○ 
  
  「JA 郡山市の米」（ゆうパックで遠方へ発送可能） 
2003.12～2004.9 ○ 
    
  
 









    
  「郡山産 100%の一等米」（商品名と価格の箇所に玄米と精米） 
2006.11～2007.8 ○ 
    
  「郡山産 100%の一等米」（商品名と価格の箇所に玄米と精米） 
2007.11～2008.1 ○ 
    
  「郡山産 100%の一等米」（商品名と価格の箇所に玄米と精米） 
2008.2   
    
  （消費拡大キャンペーンとプレゼントの広告だけ） 
2008.3 ○ 
    
  「郡山産 100%の一等米」（商品名と価格の箇所に玄米と精米） 





  「安全・安心の“ＪＡ郡山市のお米”・“あさか舞”」 




  「支店から郡山市内無料配送」（現在に至る米袋のデザインになる） 






2010.3～9   
 
○ ○ ○   「精米工場から新鮮な“あさか舞”をお届けします」「郡山市内公立小中学
校でも給食に使用」（コシ＆ひとめのロゴ） 
2010.11～2012.3   
 
○ ○ ○   「精米工場から新鮮な“あさか舞”をお届けします」「郡山市内公立小中学
校でも給食に使用」（コシ＆ひとめのロゴ） 






































配慮が認められる．この見出しは 2013 年 3 月まで
変わらないが，2012 年 10 月から 2013 年 1 月の 3 か
月間はキビタンの「安全な福島県のお米」シールも
加わった． 
 その後，刊行頻度が年 2 回に変わって最初の 120



















































第 3表 「あさか舞コシヒカリ」の米袋デザイン 
取扱業者 所在地 付加価値 あさか舞 品種名 郡山産 備考 
JA郡山市 郡山市 － ◎ ○ △ 
 
JA郡山市 郡山市 特別栽培米 ◎ △ ＋ 「特別栽培米」は〇 
東邦フードサービス 郡山市 － ◎ ○ ○ 2006年までは東邦食糧 
JAパールライン福島 郡山市 － ◎ ○ ○ 2006年まではパールライン福島 
あさか米穀 郡山市 日和田産米 ◎ ○ △ 
 
みずほ食糧 郡山市 － ◎ ○ △ 
 
みずほ食糧 郡山市 自然乾燥米 ◎ ○ △ 「自然乾燥米」は＋ 
飯島米穀 郡山市 － ◎ △ ○ 
 
アクティ 郡山市 － ◎ ○ ○ 
 
アクティ 郡山市 特別栽培米 ◎ △ △ 「特別栽培米」は〇 
漢方無農薬研究会 郡山市 漢方未来米 △ ＋ ○ 「漢方無農薬米」は◎ 
菅原精米工業 宮城県 － ○ ◎ △ 宮城県内に販売店はない 
菅原精米工業 宮城県 無洗米 △ ◎ ＋ 「無洗米」は〇，首都圏出荷多い 
東京食糧 東京都 － △ ○ ◎ 「産地限定」は＋ 
南都食糧 奈良県 － ○ ◎ △ 「水晶米」は＋ 
注）2013年時点での郡山市農政課の情報と実際の米袋による．◎印が最も大きい字，○印が 2 番目に大きい字，△印が













































 「あさか舞」使用店は，郡山 54，熱海町 10，安積
町 7，大槻町 6，冨久山町 5，喜久田町 3，富田町 3，




13（うち朝日 5），熱海町 7，大槻町 4，冨久山町 2，



















































あさか舞 6 2 2 2 2 1 1 1 1      
あさか舞コシヒカリ 2 2 2 2      1 1 1   















第 9図 「あさか舞」の店の地域差 












































































 市内にある公立の小中学校 80 数校の給食に「あ
さか舞」が提供され始めたのは，2000年4月に遡る．









年 300t に上るので 28），かなりの割合を占める．事
故前の時点で，学校給食での地産地消率はカロリー





































































































































 「あさか舞お米めん」の経緯は，2 年後の 2015 年
11 月 20 日，JA 郡山市本店で企画経理課の吉田大介





















2014 年度産米の価格の大幅下落，2014 年 5 月に試
みたペットボトル入り「あさか舞」の販売，そして
2014 年 10 月に郡山で行われた B1 グランプリの成
功だった．ここでは，ペットボトル入りの「あさか
舞」について述べたい． 

















































米が 70%，抹茶が 3.6%，番茶が 26.4%で，米の品種
は明記されていないが，〈ひとめぼれ〉だという．品
































































 郡山市域を管轄する単位農協である JA 郡山市，
そしてその後再編されて広域化した JA 福島さくら
の郡山地区本部では，1999 年のブランド米誕生から



















































は，米穀 58 億 1366 万円，畜産 11 億 9723 万円，園芸 9
億 0006 万円．いずれも農産物直売所分を含む． 
3）JA 新ふくしまと比較してみる（農文協編集部, 2015）．
2013 年度，全農福島の概算金が 11,000 円で，それに対
し，生産量約 18 万表のうち約 10 万俵を集荷する JA 新
ふくしまの概算金は 12,000 円，生産量約 70 万俵のうち
約 35 万表を集荷する JA 郡山市の直接買取の価格は
11,700 円で，JA 郡山市が 300 円安いが，直接買取とい






厚 2mm 程度．福島県の篩目の基準は，会津が 1.90mm，
中通りと浜通りが 1.85mm． 
5）精米センター長の横田さんが話すには，平成 5 年が一
番の大冷害で，平成 10 年も冷害が来て，平成 15 年もか




7）食糧ジャーナル編集部 (2007), pp.110-115． 
8）食糧ジャーナル編集部 (2006), pp.122-127． 
9）備蓄米は減反制度の 1 つで，政府が買い入れるが，5 年
経過すると，飼料用や加工用として売られる． 
10）福島民報 1999 年 9 月 21 日付け記事，福島民友 1999
年 9 月 22 日付け記事． 
－40－ 
 








で 540kg，〈ひとめぼれ〉で 580kg（パンフレット『JA 郡
山市カントリーエレベーター』）なので，「あさか舞」に
なる〈コシヒカリ〉と〈ひとめぼれ〉の比率を仮に 1：
1 とすれば，400ha で玄米 2,240t が処理量となる． 





平成 10 年 3 月定例会－03 月 12 日－05 号，p.207），片
平のライスセンターは，処理水田面積 150ha，処理能力
720t で，1997 年度の実績は利用者 124 名，処理水田面
積 130ha，玄米処理量 10,435 俵の，稼働率 87%とされ
る．JA 郡山市の集荷状況の資料によると，逢瀬・片平地
区からカントリーへの荷受けは，2010 年度産の 16t に対































21）福島民友 2012 年 11 年 14 日付け記事． 


















25）福島民報 2011 年 10 年 18 日付け記事． 
26）藤森英二市長の答弁（郡山市議会会議録，平成 12 年
3 月定例会－03 月 14 日－05 号，p.164）． 
27）常務理事総務企画担当の水戸さんの話による． 
28）武藤辰紀農林部長の答弁（郡山市議会会議録，平成 12
年 3 月定例会－03 月 14 日－05 号，p.322）． 
29）七海喜久雄議員の答弁（郡山市議会会議録，平成 20 年
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